
〈小 学 校 体 育 部 会 〉
研 究 主題 ・副 題

豊かなかかわ り合いの中で個が伸びる指導の工夫について
一 ボール運動の学習を通 して 一

研究 の概 要

児 童 の 実 態 か ら見 る と、運 動 経 験 の 二 極 化 、人 間 関係 の 希 薄 化 な ど、体 育 学習 を取 り巻

く環 境 は 大 き く変 化 して い る。 こ うした 個 人 差 を埋 め 、と もに バ スケ ッ トボ ール の 楽 し さ

や 喜 び を味 わ え る学 習 過 程 を明 らか に し、体 育 科 にお け る基 礎 的 ・基 本 的 な 学 習 内 容 の 定

着 を 図 る指 導 法 に つ い て研 究 開 発 を行 っ た.

1研 究 の 目 的

チ ー ム カ と 自己 評価 活 動 に つ い て の 研 究 を通 して 、 か か わ り合 い の 中 で個 が 伸 び る

確 か な 指 導 法 を具 体化 し、基 礎 的 ・基 本 的 な 学 習 内 容 の定 着 を図 る。

π 研 究 の 視 点

(1)チ ー ム カ の構 造 とチ ー ム カ を は ぐくむ 学 習 過 程

(2)チ ー ムカ の 自 己評 価

(3)か か わ り合 い の 中で 個 が伸 び る確 か な指 導 法

皿 研 究 の 内 容

1チ ー ム カ を は ぐ くむ 学 習過 程 の 構 造 図
一 ポ ール 運 動 領 域(バ ス ケ ッ トボー ル)を 通 して一

チ ー ム カ を は ぐ くむ 学 習 過 程 P72
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◇ 豊 か な か か わ り合 い と は …

互 い の よ さを認 め合 い 、

所 属 感 や一 体感 を感 じな 那 ら

自己有 用感 を もって

欝㌻タ篇 器禦
豊簿
活 役 割

自分や友達のよさ

フ ルの

自 分 と ゲ ー ム(成 員 性'1◇ カ

コ ミュニケ ー シ ョン リー ダ ー の 影 響 力

思 いや 願 い の伝 え合 い(自 己発 揮 ・自己実 現)

◇繍 蕪}姦
姻婿

チームとして発揮する力尋 ムカの婆

ソシオメ トリック

の向上

即
厩

繍
ガ

コーデ ィネ ー シ ョン トレー ニ ング

運動感 覚づくりP78
P79

30n3運 動 感 覚 とゲー ム のか け橋

作 戦 明確化 意識化

審 判 チ ー ム

チームカを高め る眼(相 互評価)

國
3ピ リオ ド制 振 り返 りを生か
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2単 元計 画 の工夫(パ ス ケ ッ トポー ル 第5学 年)

単 元 の 目標 チ ーム 内の のか か わ り合 い を深 めて チー ムカ を高 め、チ ー ム全員 のパ スが シ ュ

(段 旬 学び方を知る
チ ー ムカ を知 る チー ム カ を高 め るく総 当た り戦① 〉

■

(時)1 2 3・4
一

訊
、

冠)単 元のね らいや学 習の 進 め方 を知 り、単 元の 見 通 しをもつ 。 ① コ ー デ ィ ネ ー シ ョ

② コ ー デ ィ ネ ー シ ョン トレー ニ ン グ に つ い て 知 り、 取 り組 む 。 ン ト レー ニ ン グ

学 ③30n3に っ い て 知 り、 取 り組 む 。 ②3。n3

習 O運 動 の ね らいや 、ル ー ル につ いて理解 す る。 〈作戦を意識 〉

過 Oチ ー ム 内 で行 う。 Oチ ー ム 内 や 他 チ ー ム と行 う。 ・2分X2回

程 ・2分x1回 ・2分X2回 ③ ゲー ム を行 う。

O他 チ ー ム と行 う。 o第1ゲ ー ム

第 ・2分X3回 O第2ゲ ー一ム

5 ④ チー ム編 成 を行 う。 ④3ピ リオ ド制 の進 め方 を知 る。 O第3ゲ ー ム

学 〈例 〉得意 、不 得意 を 自己 ⑤ ゲ ーム を行 う。 ・各 チ ー ム2ゲ ー

年 判 断 し、 チ ー ム を 決 め る。 O第1ゲ ー ム ム 行 い 、1ゲ ・一

L '
⑤ 学 習 のまとめをする。

・1ゲ ー ム の み 行 い 、 他 の ムはオ フ ィ シャ

O学 習資料 の活用 の仕方 を チ ー ム は ゲ ー ム の 進 め方 と ル を担 当す る。

知 る. オ フ ィ シ ャル の 仕 方 を 学 ぶ 。、 ④ 学 習 を振 り返 る 。
・チ ー ム カ ー ド

,

O第2ゲ ー ム O作 戦 とチ ー ム カ

・自己 評 価 カ ー ド ・コー トを2面 使 用 す る。 に っ い て(第4

・オ フ ィ シ ャル シー ト ⑥ 学 習 を振 り返 る。 時)自 己評 価 す

な ど O作 戦 とチ ー ム カ につ い て 自 己 る 。

、O作 戦 を 立 て る。 、 評価 す る.

(チーム加 離 り)自 分 と ゲ ー ム 〔成員性)/自 分 と
.

訊 支 パ ス をゲーム の 入 口 と して

技 援 ボール を受 けや す い位 置 を見つ けて動 く。 相 手 を意 識 したパ ス デ ィフ ヱン ス

指 ポール のキ ャ ッチ

導 能 評 ◇ ボール を受 けや す い位 置 に動 いて受 け 、パ ス を して ゲー ム をす る こ とが で き る。
隅 価 ◇パ ス のつ なが りや作 戦 を意識 した動 きが で き る。

評 ◇ マ ー ク につ く な ど、デ ィ フ ェ ン ス をす る こ とが で き る。

価

の 支 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 励 ま し合 い 、チ ー ム 全 員 に パ ス が 回 る よ うに 認 め合 い 、

重 態 援 役 割 互 い の よ さを見付 け合 う。 チー ムの よ さを

点 影 響 カ チー ム全員 が 自己発 揮 でき るキ ャプテ ンの態度 や 言葉 積 極 的 に一 人

度 評 ◇ 友 達に励 ま しの声 をか けた り、 よ さを見付 けた りしなが ら活動 しよ う とす る。
」 ' 価 〈Aの例〉チー ム のま とま りを意識 しなが ら、友 遠 の よ さを進 んで認 め よ う とす る。

◇ ル ー ル や マ ナ ー を 守 って 、 安 全 に ゲ ー ム を し よ う とす る。

支 チー ムづ く り チー ム分析 作 戦(課 題 や成 功 した こ とか ら)自 己評 価(チ ー ム

学 援 ゲ ー ム づ く り ル ー ル の 理 解 ・工 夫 オ フ ィ シ ャル(審 判 、 記 録 、 得 点)3ビ リ

ぴ 資料 ・情 報 の活 用 チ ー ムカー ド ゲー ム に出て い ない ときの分 析

方 評 ◇ ゲー ム運 営 の役割 分 担 を して ゲーム を進 め てい る。

価 〈Aの剖〉審判 と して正 確 な判 定 を しなが ら安全 に ゲー ム を運営 してい る。

◇ チー ム の状況 を分析 し、作戦 を立て てい る。
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一 トに つ な が る ゲ ー ム を 楽 しむ 。

〈総当たり戦②〉 〈対抗戦〉

5

① チー ム の 時間 に取 り組 む。

〈2回 目の総 当た り戦 に生

かす 活動>

Oコ ー デ ィネー シ ョン トレ
ー ニ ン グの選択

O課 題 や 作戦 の確認

② ゲー ム を行 う。

0第1ゲ ー ム
・1ゲ ー ムのみ 行 い、他

のチ ー ムはオ フ ィシ ャ

ル の担 当や 、

チ ー ムの時 間

と して活 用 。

0第2ゲ ー ム

③ 学 習 を振 り返 る。

O作 戦 につ い て

6・7

① チー ム の時 間に取 り組 む 。

Oコ ー デ ィネ ー シ ョン トレ
ー ニ ングの選 択

O作 戦 が実 現す るよ うに

30n3で 試 す。

② ゲー ム を行 う。

※第3・4時 と同 じ

③ 学 習 を振 り返 る。

0作 戦 とチー ムカ につい て

(第7時)自 己評 価 をす る。

鵜 健梶 寺

f,!,灘 ・ 馬

4甑 ・ ・

振り返りを生かしてピ翼オド響

8・9

① チーム の 時間 に取 り組 む 。

Oコ ー デ ィネー シ ョン トレー

ニ ン グの選択

O相 手チ ー ムを想 定 して、

30n3を 行 う。

② ゲーム を行 う。

<同 じ相 手 と繰 り返 し対 戦 す

る。>

O第1ゲ ー ム

Oチ ー ムの時 間

・作戦 の修 正 な ど

O第2ゲ ー ム

Oチ ー ムの 時間

O第3ゲ ー ム

③ 学 習 を振 り返 る。

0作 戦 につ いて

O単 元 全体 につ いて(第9時)

友 達(凝 集性) 自 分 と 目 標 達 成(モ ラール)

ド リブ ル ピボ ツ ト シ ュ ー ト リバ ウ ン ド 速攻

◇ タイ ミングの よい パ スや シ ュー トを した り連携 プ レー を生 か した り してゲ ーム をす る こ

とが でき る。

〈初例〉素 早 く攻 防の切 り替 えを し、正確 なプ レーが で き る。

パ ス が っ な が る よ うに

見 付 け る。
一 人 の よ さ を 伝 え る

。

作 戦 を意識 した教 え合 い、 シ ュー トにつ なが るパ ス にな るよ うに

ゲー ムの 中で 一人一 人 の よ さを生かす。

具体 的 に一人 一人 の プ レー の よ さを伝 える。

◇ よ さを生か し合 い 、仲 間 と共 に 作戦成 功 の喜 び を共 有 しよ うとす る。

◇ ア ドバ イ スの 声 をか け合 い 、 チー ムの ま とま りを高 めた り、作戦 を成 功 させ た りしよ う

とす る・
,∴ 一一ゾ 山 髭4

カ)作 戦(よ さを生 かす → 相 手チー ム に応 じて)

オ ド制(ピ リオ ド間 の振 り返 りを有効 に活 用)

オ フィ シャル チー ム か らのア ドバ イス

◇ よ さを生か した作 戦 を立て た り、相 手 チー ムに応 じた作 戦 ノ

を立 て た りし、 そ の有効性 につ いて振 り返 ってい る。

◇ 作戦 を成 功 させ る ため に活 動 を 工夫 して い る。

ヨ 　 しぬ る な 　

1,・ ∵㌧漣 糠1悪1

コ ほし
モ し

薪藁 訟罫轟 聾　 ロね

ll30n3で 作戦を試す ミ
亀 調 ・ 昌 蒐 軌 一 両点・.ト 福 粘 漁
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3「 チームカ」のとらえ方の工夫

チームは、一人一人が互いにかかわ り合 う中で、影響 し合いなが らチーム としてのまとま りに向

かって発達 してい く。 「チームカJを 「目標達成に向けてチーム として発揮す る力」 ととらえ、ス

ポー ツ心理学の面から、「チ・一ムカユ をその構造 と機能の側面か ら分析 し、先行研究や実証授業 を

とお して発達の過程 を明らかに した。

コミュニケーション

ソシオメトリッタ

役 割

影 響 力

一人一人 がかかわ り合 う中で発生す るチー ム内の関係
。

次の を 師が見取 り、

チームの仲間の思いや考 え方をよく伝え合えてい るか。

だれ とでも仲良 く楽 しむ ことがで きているか。
一人一人の役割がはっき りしてい るか

。

リーダーか らの指示 、助言 などの指導性 を強 く感 じているか。

成員性

凝集性
モラール

チ・一ムが 目標へ向かって発揮 している力。

の よ 材 が てい か

このチームの一員 としてや りがい を感 じているか。

チームのま とま りを感 じているか。

目標に向かってや る気が高まっているか。

参考文献:徳 永幹雄編 「教養 としてのスポーツ心理学」

チ ー"ム カ

1目 腿 成に向か7r・ 一 ムとしてvexす る力 囲
ノ へ」
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4授 業改善に生かす 自己評価活動の分析の工夫

毎時の学習終了後、児童一人一人の意識の変容を自由記述の形式で調査分析 した。その結果、次のような

傾 向が見 られた。 実証授業校(3校 、5・6年 生 計94名)

伯 己評価カー ドの記迷の蛮容(全 員)1

■ 自分とゲーム ロ自分と友達O臼 分と目標

100n

80瓠

6眺

4〔跳

2("6

〈児童の記述内容の例>

i自分 とゲーム1
・自分 がどう動けばいいのか分か

らない。
・今 日は勝ってよかった。

唖
・Aさ んのマークがす ごい!

・B君 はみんなをよくま とめてい

る。
・黄チームは声がよく出てい る。

伯分と目標達成1
・このチームが勝つためには

、 リ
バウン ドが必要だ。

・今 、このチームに必要 なのは

役割を再確認することだ。

児童は学習のはじめに 「シュー トできなかったのが悔 しい」「勝てて楽 しかった」など、自分がゲームの

中で どのように動き、 どのように感 じたか とい う 『自分 とゲーム』に意識を集中する。やがて、共にゲ・一

ムに取 り組むチームの仲間や他チームのよさに気付き、『自分 と友達』の中で 自己を客観的に見っめるよ う

になる。そ して、チームが勝つ という目標達成のために、作戦を通 し、自分が何をすべきかを考え始める

(=『 自分 と目標達成』)。

㎜

隅

隅

榔

鵬

叫

匿 率の高いチームの記述の変容1
1

圏自分とゲーム ロ自分と友連 口自分 と目標I
I

策

9

時

第

8

時

第

7
時

第

6
時

第

5
時

第

4
時

第

3

時

第

2

時

勝率の低いチームの記述の変容

鵬

蹴

邸

価

瓢

喘

■自分とゲーム 回自分 と友達O自 分 と目標

萎

L.」 時

第

9

時

第

8

時

第

7
時

第

6
時

第

5
時

第

4

時

第

3

時

この傾向をく勝率の高いチーム〉とく勝率の低いチーム〉とで比較すると、その違いが明瞭になった.

勝率が高かった2チ ームでは時間を追 うごとに 「自分 と友達」 「自分 と目標達成」に意識を向ける児童が

増えた。一方で、勝率が低かった2チ ームでは、「自分 とゲーム」から意識を移すことができない児童が多

く、チームとしてのまとまりに欠けた結果、目標達成に結びっかないとい う課題が残 った。

このような児童の意識の変容の段階に応 じて教師が適切な支援 を行 うことがチームカ向上にっなが り、

より有効に 「個を伸ばす」こととなると考え、これ以降の授業改善の視点 とした。

そ こで、次ページの資料により、児童一人一人への支援を工夫 し、チームカの向上を目指すこととした。
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5チ ー ムカ向上への支援の工夫

授 業後 に児童一人一人が行 った振 り返 りの集計か ら、 「成員性」 「凝集性」 「モ ラール」の各機 能が ど

の程度発揮 されてい るかを知 り、児童がチーム力向上のために何 ができるか考え させ るよ う工夫 した。

/ 1頒 一劫i麗 匪1:萄一ル:1/
/ 自分と万搬〔凝集性) /
/ヨ 分とゲ」ム(威員性} /

コ
ミ

ユ
ニ
ケ

シ

ョ

ン

役

畠蜀
閉

影

菖
一茸
力

はげましの声をかけ合っ

ているか。

言葉のキャッチボール

、鞭1副 レ
'コ ーrア イネ

一 ション ト

レー ニング

パ スが みん ≠ 一ロって い

るか。

コー デ ィネー シ ョン トレ

ーニ ングで チェ ック
。

・相 手 の動 きや ポ ール に

素早 く反応で きる。
・どこに動 け ば よいか わ

か る。

自分の よさを見付 けてい

るか。

友達 のよさを見付 ける。

自分 の よさ を教 えて もら

つ。

・認 め合いの よさ

・作戦の よさ

・プ レー の よさ

みんなが笑顔で活動で き

ているか。

チームを支えるのは一人
一人

・みんなの思いや願 いを

伝え合 う。
・キ ャプテンの態度や言

葉がやる気を引き出す.

認 め合いの声をかけ合っ

ているか.

言葉の キャ ッチボール

「ナイスプ レー!」

「ナイ スキ ャッチli

「ハイ1」 手 を挙 げてパ ス

をもらう レ

30n3

パ スが っ っVる か。

30n3の 時 間でチ ェック。

方向、広が り、タイ ミング、

位 置は?

「あ りが とうパ ス」

チームのよさを見付けて

いるか。

ゲー ム に出 てい な い とき

にチエ ツク。

オフィシャル(審 判)チ ー

ムに教 えて もらう。

友達の笑顔 を自分の喜び

にしているか、

チ ー ム をま とめ るのは 一

人一人

・み んな の思 いや願 い が

ゲ ーム 中 に生か せ る よ

うに発 言す る。
・キャプテンは積極 的に一

人一人の よ さを伝 える。

作戦 を意識 した声をかけ

合っているか。

言 葉のキャ ッチボー ル

「シュー ト1」

「リバウン ド!」

「広がれ!」 「走れ1」

∫3・"3

シュー葡 題 て、、
るか.

作戦に対 しての動 き方 を

考える。

30n3の 時聞でチェック

作戦を成功 させるために、

よさを生かしているか。

今まで見つけてきたよさ

を振 り返る。

OO君 は背が高いよ.
→ どうしたらいい?

△△ さんは元気な声で応

援するね。
→ どうしたらいい?

目標達成 を喜び合 えてい

るか。

一 人 一人 の思い をチー ム

の思 いに

・互 いの が んば りを声 に

出 してたたえ合 う。

・キ ャプ テ ンは具 体 的 に

一人 一人 の プ レー の よ

さを伝 える。
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6ゲ ー ム づ くりを支 援す る指導 の工 夫

(1)3ピ リオ ド制～ 作戦 を生 か したゲー ム を行 う～

今 までの バ スケ ッ トボール の 学習 で は、1ゲ ー ム を前 半 と後 半 に分 け行 うこ とが多 か っ

た た め、 自分 の動 き を振 り返 り、修正 した こ とをす ぐに ゲー ムの 中で確 か める機 会 が ほ と

ん どもて なか った。 そ こで 、 自分 の振 り返 りを生 か した ゲー ムをす るため に3ピ リオ ド制

を導 入 した。

3ピ リオ ド制 とは右 の図 の よ うに1ゲ ー ムを3つ に

羅 饗灘灘i響1
ね らい の動 きや 作 戦 を確 認 す るこ とが 可能 に な る。

(2)オ フィシ ャル(審 判)チ ー ムの活用

竺璽 」 チ燗 酬 る 、攣L1

オ フ ィシャル とは 、 ゲー ム を運 営 して い く上 で重 要 な役割

を もつ.ゲ ー ムを公正 にかっ安 全 に進 め てい く とい う役 割 を

学習 に位 置付 けてい くこ とで、運 営 の意識 は高 ま って い く。

ま た 、オ フ ィシャル は 、 目の前 で行 われ てい るゲー ムを最 も

客観 的 に 見 るこ とが で き る存 在 で ある。 そ こで 、オ フ ィシ ャ

ル の役 割 にゲー ム の運 営 だ けで な く、記録(右 図参 照)を 加

え た。 そ して 、チー ムの 作戦 にあ った観 点 か ら動 き をチ ェ ッ

ク し、 ピリオ ド間 にア ドバ イ スす る よ うに した。 他 チー ムの

動 きを作 戦に応 じてア ドバ イ スす る こ とに よ り、次 のゲー ム

劃
(
2

ハ珂

箆

2

ピ

リ

オ

ド

ー
(
2

分

瞭
珀

ー

ピ

リ

オ

ド
電

(
2

轟珂

愉弼

3

ピ

リ

オ

ド

◎ オフィシャル の役 割

①書判=2人

・グーム莚顕旺をもち、スムーゴに進行

させる

②祀録=2人

・チームの作鞄の記銀

(ゲーム縄3時 各チームへ報告)

③ 得点tl人

・ゴール冠入った方の得点を入れる

④fiEO=1人

・次にスローインが与えられる手一ム

を矢印で示す

俵 オルタネイティングポゼシヨン)

にお け る作 戦の修 正 と ともに適 正 な動 き方 をつか む ことがで きる。

(3)作 戦 につ いて

作戦 は価値 あ るゲー ム を行 う上で 、欠 かせ ない も

の で あ る。 作戦 を振 り返 る こ とに よ り、 ゲー ムの 内

容 を チー ム で共 有 し、 高 め る こ とがで き る。 児 童 が

設 定す る作 戦 に は、 態度 的 な もの か ら、技 能 的 な も

の まで、様 々 ある。

そ こで 、価値 あ るゲー ム につ な が る作戦 を集 め 分

析 した。そ の結 果 、作戦 と して有効 な観 点が 「方 向 」

「広 が り」 「タイ ミン グ」 「声 」 「スペ ー ス 」 の5点

に整 理 で きた。 さらに、見合 うポイ ン ト(右 図参 照)

を示 し、 動 きのイ メー ジ を もちや す く した。 この こ とに よ り、作戦 と動 きがゲ ー ムの 中 で

っ な が る よ うにな っ た、 また 、 自分や チー ム を振 り返 る 『チー ム評価』 の観 点 も焦 点化 さ

れ 、 「次 は こ うした い。」 とい うよ うな意 志決 定 が行 われ るよ うになった。

オフィシャルシートの例

I

i
I

i
I

方

向

ホ ー」しの 酊1に走己

前 直`'{ス 碧 する

'弦 をしたら盲雌 轟

広

が

り

ホ ー ル に 箇司ま ら 砥 い

2竃が っ て 壇[め 衝

三 角 形 壱…つ く 邑

イ
ミ
ン
グ

粛 早 く パ ス 琶…す 愚

気 ベ ー ス に 素 犀Lく

チ ャ ン ス で シ ュ ー ト

卿 チ ャ ン ス を 知 ら せ 司邑

'{ス 査1坪'3雪

ス
ペ
ー
ス

虫 し、て い ヨ邑増 所

蔽の いない 均所

ホールと=ト ・几㎝

ヲL一ムの 悸覇」こあ,た 幽 自菅オ,{

シ ヤルチ ーム に見て 郵ら認う

Xオ ルタネィティング軍ゼション:従 来ジャンプポールを行っていたものを、矢印の方向のチー一・ムのスP…1イ ンでゲームを再鵬することとした。

ジャンプボールに比べてゲームの流ht`と ぎれないので、時局垣繕にっなPtる。
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7個 の技能が伸びる指導の工夫

バスケッ トボールの学習では、ゲームを

通 したかかわ り合いの中で基礎的 ・基本的

な技能を身に付けていく学習が必要である。

そのためにはバスケッ トボールの技能を支

える運動感覚づくりとゲームに必要な動き

づ くりを学習させ ることが大切である。

(1)バ スケッ トボールに必要な運動感覚

づ くりについて

「ボールがうまく扱 えない」「ゲーム

中どこに動いたらいいか分か らない」

「ポールをもらうと止まって しまい、次

の動きにつなが らない」など運動経験の

差が課題 とな り、ゲームにな じめない児

童がい る。これ らの課題 を短期間に埋め、

作戦・振り返りを

生かす

ゲームに必要な

動きづくり

バスケットボール

に必要な運動感覚

づくり

嫡 フ ド

36hi3

融蜥

だれ もが十分にゲームを楽 しみバスケッ トボールの特性を味わわせる方法 として、コーディネ

ーション トレーニングによる導入 を工夫 した。

① コーディネーシ ョン トレーニングとは

状況を目や耳など諸感覚で察知 し、それを脳で判断 し、具体的に筋肉を動かす といった一

連の動きの過程をスムーズに行えるようにする運動であり、運動する上で欠かせない神経系

や感覚器 の機能を高めるものである。また、コーディネーション能力 とは一般に 「調整力」

といわれ るものであ り、その能力は 「リズム」「バランス1「変換」「反応」「連結」「定位」「識

別」の七つに分類 されている。ゲーム中は、これ ら複数の能力を使って瞬時に状況 を判断 し、

一連の動きを作 り出す ことが必要であるため、コーディネーション トレーニングの導入は勧

果的である。

② コーディネーション トレーニングの具体的な例

バスケッ トボールではポールを上手に操作する 「識別能力」、ボールや相手の動きに反応す

る 「反応能力」、動いてい るものと自分の位置関係を把握する 「定位能力」が大切である。こ

れ らの能力をゲームに生かす力 とす るには、パスや ドリブル、シュー トの単調な練習の繰 り

返 しではなく、合図に反応 して素早 く動 きを変えるなど、様々な条件を付け加え、感覚器や

神経系に刺激 を加 えなが ら運動 しておく必要がある。具体的には、二人組でボールをひ とつ

ずっ持 ち相手のパス と違 うパスをす るリアクシ ョンパス、また、チームの中で煩番を決 め動

きながら順番にパスを続けるナンバ リングパスなどがある。(次 ページ図参照)

参考文献=東 根明人 平井博史 著 「キンダーコーディネーション」

東根明人 監修 「コーディネーションエクササイズ」

③ 成果と児童の変容

授業後の聞き取 り調査から、運動感覚づくりに重点をおいた導入を工夫 したことにより単

元開始時に苦手意識 のあった児童全員がバスケ ットボールの特性に触れ る楽 しさを味わい苦

手意識が払拭 されたことが分かった。また、万歩計を装着させ運動量を調査 した ところ、運

動の苦手な児童の歩数が4500歩 に達 し、十分な運動量力1確保 されたことが分かった。
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〈リア クシ ョンパ ス〉

華熟,
"

2人 一 組で各 自が求一ルを1個 持つ。 リーダー

を決め、 リーダー カ当バ ウン ドパ スをした らチェ

ス トパ スで返す。慣れて きた らスピー ドアップ

した り、フェイン トを入れて行 う。

〈ナ ンバ リン グパ ス1

騨 》
グ1レープでポールを1個 使 う。パスする順番を決め、

順番どお りにパスする。パスする人は次の人の名前

を言いな逼らパスする。受ける人は手を挙げ声を出

して自分の場所を教える。慣れたら動いて行 う。

バスケ ッ トボールで

見られる課題

コーディネーション龍力の重点 最適 なコーデ ィネー シ

ョン トレーニング例リズム バランズ 変換 跡 連結 定位 翻ll

ボ「ルがうまく抜えない 0 ○ ○ ◎
サインドリブル

求一ルキャッチ

ポールや相手の勧きに反

応できない。
◎ ○ O

リアクシ ョンパ ス

ツーボールパス

どこに動けばバスがもら

えるかわからない。 ○ ◎
ナンバリングパス

ボールタッチ鬼

(2)30n3に ついて

① 導入の理由

ア 小学校学習指導要領解説体育編には技能の内容として、味方や相手の位置 と距離に応 じ

た的確なパスや ドリブルをす る、受けやすい位置に動いてボールを受け、味方にパスした

リシュー トした りす ると記 されている。つま り、パス、 ドリブル、シュー トを決まったパ

ターンで練習するのではな く、実際のゲームに近い形の練習で身に付けていく必要がある.

イ バスケ ットボールは 「パスゲーム」 として生まれたため、その楽 しさを味わ うためには

「パス」の技能を身に付けることが必要である。特に相手の動きやボールに素早 く反応で

きること、どこに動 けばパスがもらえるか分かることが大切である。

以上のことか ら本来のゲームの特性を失わず、少人数でパスカヨ意識 しやすい練習方法 とし

て30n3を 導入 した。

② 効果 と利点

ア 少ない人数で行 うため、敵が少なくパスがっなが りやすい。

イ3人 で攻めるためボール を持っている人を頂点に三角形を作って攻めやすい。

ウ ハーフコー トで行 うため、いつ もシュー トを意識 したパスをすることができる。

工 短時間で攻守が入れ替わるため、運動量を確保す ることができる。

オ チームの作戦 を確認する場 として使用す ることで、ゲー ムへ もスムーズに入っていくこ

とができる。

③ 成果 と児童の変容

チーム内の声かけや触球数 ・パス成功数等の観察、授業後の聞き取 りか ら、ボールを受

けやすい位置への移動、タイ ミングのよいパスやシュー ト、素早い攻防の切 り替えなど、

チームの作戦をゲームに生かそうとする意識が高まったことが分かった。
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IV珊 究 の ま とめ

1研 究 の 成 果

(1)チ ー ム カ と 自己評 価 活 動 に つ い て

① チ ー ムカ の 構 造 をtコ ミ ュニ ケ ー シ ョン」 「役 割J「 リー ダー の影 響 力 」 「ソ シ

オ メ トリ ツク 」 の 構 造 の 観 点 と、 「成 員 性 」 「凝 集 性 」 「モ ラ ール 」 の機 能 の観 点

で と ら え 、 実 証 授 業 と児 童 の 自 己評 価 活 動 を 通 して チ ー ムカ の 育 成 の 過 程 につ

い て 明 らか にす る こ とが で き た。

② 支 援 の 重 点 を チ ー ム の 構 造(コ ミュ ニ ケー シ ョン ・役 割 ・リー ダ ー の 影 響 力 ・

ソ シ オ メ ト リッ ク)に 置 き、 チー ムカ の 段 階(自 分 とゲー ム ・自分 と友 達 ・自

分 と チ ー ム の 目標 達 成)に 応 じた 支 援 を行 う こ とで チ ー ム カ が 向 上 す る こ と を

実 証 授 業 に よ り確 か め る こ とが で き た 。

③ 自己 評 価 活 動 に 用 い る学 習 カー ドを 工夫 す る こ と で 、 チ ー ム の 中で の 自分 の

役 割 や チ ー ム 全 体 を振 り返 り、 目標 達 成 に 向 け て 主 体的 に 学 習 を進 め る こ と が

で き た 。

④ オ フ ィシ ャル(審 判)チ ー ム へ の 支 援 を 重 点 的 に行 うこ とで 、 客 観 的 な 相 互

評 価 の 視 点 に気 付 かせ る こ と力監で き、 チー ム カ の 向 上 に っ な が っ た。

チ ・一ム を見 て い

て み ん な が よ く声

を 出 して い た 。

分 の チ ー ムで も ま

ね した い。

・オ プ ィ シ ャル に 作 戦 を

ほ めて も らっ て嬉 しか

った。

・オ フ ィ シ ャル に よ く見

て も らって嬉 しい.
・オ フ イ シ ヤル も真 剣 に

応 援 して くれ てい た。

⑤ チ ー ム カ へ の 支 援 と評 価 に つ い て 研 究 を 進 め る 中 で 、 チ ー ム カ を は ぐ くむ 学

習過 程 の モ デ ル を構 築 す る こ とが で き た。

{2)か か わ り合 い の 中で 個 が伸 び る指 導 法 に つ い て

① 運 動 感 覚 づ く りに 重 点 を置 い た 学 習 を展 開 した こ と に よ り、 運 動 経 験 な どの

個 人差 を 埋 め 、 単 元 の 始 め で は バ ス ケ ッ トボ ー ル に 苦 手 意 識 を もっ て い た 児 童

全 員 が 、 単 元 終 了 後 の 聞 き取 りで は バ ス ケ ッ トボー ル が 楽 しか っ た と答 え るな

ど 、 だれ も 力宝ボ ー ル 運 動 の 特 性 や バ ス ケ ッ トボ ー ル の 楽 し さ を十 分 に 味 わ う こ

とが で き た。

②30n3の 導 入 は 、 運 動 感 覚 づ く り とゲー ム とを 効 果 的 に っ な ぎ 、 作戦 の 意 識

化 か ら有 効 化 を促 す も の で あ る こ とが 分 か っ た。

③3。n3や3ピ リオ ド制 で の ゲー ム を 中 心 と した 学 習 が 、 プ レーや ゲ ー ム で の

振 り返 りを効 果 的 に生 か す こ とが分 か った 。

2今 後 の課 題

(1)自 己 評価 の 精 度 を よ り向上 させ る た め に 、 児 童 の 発 達 段 階 に応 じた 自 己評 価 活

動 の在 り方 を 、 さ らに 究 明 して い く。

(2>チ ー ム カ の構 造 の観 点 と機 能 の観 点 の 関連 に つ い て 明 らか に して い く。

(3)今 まで の授 業 モ デ ル に と らわ れ ず 、『チ ー ムづ く り』『ゲー ム づ く り』『学 習 づ く

り』 とい っ た 「運 営 型 」 と もい え る領 域 特 性 に応 じた 新 た な授 業 モ デ ル を 構 築 し、

教 師 と児 童 が と も に共 通 の 授 業 イ メー ジ を も て る よ うに して い く。

己葛 _#・ 割}嚇_、}1'、 ㌧ ・ 騰 等 野 「 糞 髄 盟=・ ㌔_璽 「.隔 一^._艶 艦「 哩冨i 脚 ・
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